
応援要請側（受援側）市町

応 援 要 請 先 市 町

応 援 要 請 日 時

災 害 発 生 日 時

災 害 発 生 場 所

災 害 の 概 要

災 害 の 種 別

被 害 の 状 況 等

応 援 要 請 内 容

集 結 場 所

そ の 他 必 要 事 項

様式ー１　応援要請書

受援側（宝塚市）担 当者

　　　宝塚市上下水道局

令和　　　年　　　月　　　日　　　　時　　　分

令和　　　年　　　月　　　日　　　　時　　　分

宝塚市
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所属：

氏名：

連絡先

所属：

氏名：

連絡先



（宝塚市災害等対策本部⇒支援団体）

１．応援先（該当項目にチェックを入れる）

　　□本部（局庁舎）

　　　住　所　宝塚市東洋町1番3号

　　　連絡先　総務課　ＴＥＬ　０７９７－７３－３６８８

　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　０７９７－７２－５３８１

 　　□小浜浄水場（水補給基地）

　　　住　所　宝塚市小浜3丁目5番20号

　　　連絡先　小浜浄水場　ＴＥＬ　０７９７－８４－５５３５

　　□惣川浄水場（水補給基地）

　　　住　所　宝塚市すみれガ丘4丁目2番1号

　　　連絡先　惣川浄水場　ＴＥＬ　０７９７－８４－６５７１

　　□生瀬浄水場（宿営地）

　　　住　所　西宮市生瀬東町４番１号

　　　連絡先　生瀬浄水場　ＴＥＬ　０７９７－８４－５５３１

２．応援業務内容（該当項目にチェックを入れる）

　　□本部での業務

　　　　・□日水協窓口

　　　　・□応援事業体窓口

　　　　・□応急給水作業

　　　　・□応急復旧作業

　　　　・□その他

　　□浄水場での業務

　　　　・□応援事業体窓口

　　　　・□本部との連絡

　　　　・□応急給水補給作業

　　　　・□その他　　　　

３．連絡窓口（Ｏ月Ｏ日　伝達時刻　○○：ＯＯ）

都　市　名 宝塚市 ○○市

連絡担当責任者

連絡先電話番号

連絡窓口・受援業務確認票

21

様式ー２



⑤

設　置　場　所

①

②

③

④

⑫

⑬

⑭

⑮

氏名

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

メーターの有無 取付日

各戸用給水栓

応急給水の実施報告(仮設給水栓）

22

様式ー３

撤去日
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消火栓を利用した共用給水栓

①

備　　　　　　　考

○○市から借用

設　置　場　所 取付日 撤去日

③

②

⑤

④

⑥

⑧

⑩

⑫

⑭

応急給水の実施報告(仮設給水栓）様式ー４

⑮

⑬

⑪

⑨

⑦
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備考設　置　場　所 口径 延長 メータ数 取付日

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑬

応急給水の実施報告(仮設配管）様式ー５

⑭

⑮

⑫



整理番号

＊修繕の各工程および被災状況について巻尺等により寸法・工事数量が確認できる写真を必ず撮影して、
報告書に添付して下さい。

25

備考

添付資料

□給水装置工事設計書　　　□漏水調査受付書

□その他（　　　　　　　　　）

修繕方法

□道路上：漏水個所の給水管または属具の取替及び舗装仮復旧

□宅地内メーター１次側：漏水箇所の給水管または属具の取替

□宅地内メーター２次側：１栓立てが可能な修繕

□メーターボックス内：メーター又はリング止水栓取替

＊修理不能の場合は、上流側でのキャップ止め又は断水コマによる止水

漏水状況

口径 □（φ　　ｍｍ）　　□不明

□鉛管　□ＨＩＶＰ　□ＶＰ　□ＦＣ（ＣＩＰ）　□ＦＣＤ（ＤＩＰ）　□不明

□その他（　　　　　　　　　）

□（　　　　　　　　　　）㎥／ｈ　　　□不明

修繕指示　令和　　年　月　　日

給水管修繕指示書様式ー６

□メーターボックス内　　　□不明

事業体名

場所 宝塚市　　　町　　　　　丁目

種別

材質

水量

□上水　□不明

□道路上　□宅地内メーター１次側（上流側）

□宅地内メーター２次側（下流側）



      ○応援連絡先

氏　　　 　名：
連絡先電話：

      ○応援隊構成

合計　
　　　　　　　　人

26

応急給水応援体制報告書

作　成　日

事業体名 応急給水班数 　　　　　　　　　　　　　　　　　班

記入上の留意事項

　　　年　　　月　　　日 派遣期間

・応援隊到着時、応援隊構成変更時に作成し、本部又は受援係に
提出

　　　月　　　　日（　　）～　　　月　　　　日（　　　）

責任者 　　　　　　　　　　　　　　　　　台

給水要員 氏　　　 　名

給水要員 氏　　　 　名

給水要員 氏　　　 　名

備考

　　　　　　人

 車両台数
（タンク容量）

　　　　　　人

　　　　　　人

様式ー7

　　　　　　人

人員 給水用具

車両総数



・給水車ごとに記入
・作業開始前にコピーを本部又は受援係に提出
●印箇所：本部又は受援係が記入
〇印箇所：応援隊応急給水班が記入

●作業指示内容

      ●作業指示者
□ 氏名
□ 氏名

氏　　　　名：

連絡先電話：

氏　　　　名：
連絡先電話：

様式ー8（表）

27

－

指示者

事業体名 　　　　　　　　　　　　　人

○現地応急給水隊（応急給水班）

担当者

作業員数

車両ナンバー

応急給水作業指示書

作　成　日 　　　年　　　月　　　日 備　　考

記入上の留意事項

事業体名

給水車             号車　　　　　　　タンク容量　　　　　　　㎥　　　　　　加圧　　　　有・無

給水場所

給水基地

担当者

特記事項

本部
受援係



・時系列順に作業内容を記入
・作業終了後、本部又は受援係に提出してください

  ○作業内容　　　　　　開始時間　 ： 終了時間 ：

給水時間又は注水時間 注水量 給水量 備考

1 ： ～ ： ㎥ ㎥

2 ： ～ ： ㎥ ㎥

3 ： ～ ： ㎥ ㎥

4 ： ～ ： ㎥ ㎥

5 ： ～ ： ㎥ ㎥

6 ： ～ ： ㎥ ㎥

7 ： ～ ： ㎥ ㎥

8 ： ～ ： ㎥ ㎥

9 ： ～ ： ㎥ ㎥

10 ： ～ ： ㎥ ㎥

11 ： ～ ： ㎥ ㎥

12 ： ～ ： ㎥ ㎥

13 ： ～ ： ㎥ ㎥

14 ： ～ ： ㎥ ㎥

15 ： ～ ： ㎥ ㎥

28

(給水場所の様子等を記入）

作業時間合計

給水量合計

注水量合計

　　　　時間　　　　分

㎥

㎥

給水場所又は

給水基地

特記事項

様式ー8（裏）

記入上の留意事項

応急給水作業報告書

作　成　日 　　年　　　月　　　日 備　　考



・実際の給水活動の集約が目的

給水車
台数

29

作　成　日 　　　年　　　月　　　日 備　　考

NO.

1

2 事業体名

作　　成　　者

記入上の留意事項

給水量

㎥

㎥

備考
(給水車の内訳等を記入）

8

9

15

10

11

12

㎥

13

14

計 ㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

様式ー９

7

応急給水活動集約表

3

4

5

6

主な給水場所

氏　　　 　名：

・当日の給水作業終了後、作業報告書【様式ー8（裏）】を基に本部
又は受援係が作成

㎥



・応援隊到着時、応援隊構成変更時に作成し、
本部又は受援係に提出してください

○応援隊連絡先
連絡先電話番号：

班

連絡先番号： 班

○応援隊構成

30

責　任　者：

連　絡　先：

責　任　者：

連　絡　先：

責　任　者：

連　絡　先：

責　任　者：

連　絡　先：

通水及び漏水調査班
（通水及び漏水調査） 人

責　任　者：

連　絡　先：

合計 人

様式ー１０（表）

事業体名

統括責任者
氏　 　　　名：

人

人

総括班(連絡調整） 人

総括班(記録） 人

記入上の留意事項

応急復旧班数

人員 持参資機材等 備考

通水及び漏水調査

班数

応急復旧応援体制報告書

作　成　日 　　　年　　　月　　　日 派遣期間 　　月　　　　日（　　　）～　　月　　　　日（　　　）



総

括

班

通
水
及
び
漏
水
調
査
班

修

理

班

31

(責任者）
　　月　　　日（　　）～　　月　　　日

　　月　　　日（　　）～　　月　　　日

様式ー１０（裏）

　　　月　　　　日提出

応急復旧班

派遣期間（予定）携帯電話番号

　　月　　　日（　　）～　　月　　　日

(責任者）

氏名

(責任者）



・住宅地図、配管図に漏水個所を明示し添付。

ー ー

ー ー

□道路　　　□宅地内

32

整理番号

記入上の留意事項

漏水調査受付書

・通報者の連絡先から可能な限り詳細を聞き取る。

備考

受付日時 年　　月　　日　　　　　曜日　　　　時　　分

通報者

連絡先番号：

受付書

事業体名： 氏名：

電話：

様式ー１１（表）

場所

道路

漏水量

場所

漏水状況
舗装

漏水

□アスファルト　　□コンクリート　　□砂利　　　□その他（　　　　　）
□陥没　　□隆起　　□割裂　　　□損傷なし　　□その他（　　　　　）
□漏水中　　　□漏水痕　　　□その他（　　　　　）
□大　　　□中　　　□小

氏名：

住所：



氏名：

電話： ー ー

□道路　　　□宅地内

33

漏水調査報告書

記入上の留意事項

整理番号

調査日時

調査担当者
事業体名：

　　　　年　　　月　　　日　　　　　曜日　　　　　時　　　　分

漏水量 □地上流出（大　　中　　小）　　　□地下流出（大　　中　　小）

漏水確認 残　塩

漏水状況

・現地調査後に記入し、本部（工事班）又は受援係に提出。

様式ー１１（裏）

備　　考

□あり　　　　□なし

漏水管路

□導水管　　　　□送水管　　　　□配水管

□給水管（メーター上流）　　　　□給水管（メーター下流）　　　　　□不明

＊修理者に対して指示がある場合は具体的に記入してください。

修　　理
必要性

緊急性

□あり　　　　□なし

□高い　　　　□通常　　　□低い　　　　□その他（　　　　　　　）

区分
舗装

場所

・仮配管、仕切弁新設管路を修理しない復旧工事につ
いて備考欄に内容を記載。

漏水 □漏水中　　　□漏水痕　　　□修理済み　　□その他（　　　　　）

□アスファルト　　□コンクリート　　□砂利　　　□その他（　　　　　）
道路 □陥没　　□隆起　　□割裂　　　□損傷なし　　□その他（　　　　　）



・施工前と施工後の配管図は、可能な限り詳細に記入してください。
・作成後、本部（工事班）又は受援係に提出してください。

□導水管　　　□送水管　　□配水管

34

盛土 □

地盤状況

液状化 □有り　□無し　　＊近くに噴砂跡はあるか

道路状況

クラック幅等
□管直角方向　　□水平方向　　ｃｍ（１ｃｍ以上を記入）

地盤の傾斜
□なし　□管轄方向　□管直角方向（傾斜角度＝　　　　°）

□異常なし　　□陥没　　□隆起　　□割裂　　□その他（　　　）

□段差（沈下量）　　　　ｃｍ（漏洩位置から１５ｍ範囲内（延３０ｍ））

備　　　考

施工期間 　　年　　月　　日　　　曜日　　　時　　　分　～　　年　　月　　日　　　曜日　　時　　分

管路修理報告書

記入上の留意事項

整理番号

監督者 事業体名： 氏名： 電話：　　－　　－

被害施設

電話：　　－　　－

□その他（　　　　　　　）　
材質

属　　　具 　　□消火栓　　□空気弁　　□バルブ・止水栓　　□サドル分水栓　　□その他（　　）

被害状況 □抜け　□ズレ　□割れ　□ゴムリング（切断、ズレ）　□その他（　　　）

□Ａ形　□Ｋ形　□Ｔ形　□Ｓ、ＳⅡ形　□ＮＳ形　□ＫＦ、ＵＦ形

管路 □タテ割れ　□ヨコ割れ　□折れ　□破断　　□その他（　　　）

□フランジ形　　□溶接　　□ねじ込み　　□ＴＳ　　□融着　
□不明　□その他（　　　　　　　）　

継手

属具 □機能不全　□抜け　□割れ　□変形　□ズレ　□その他（　　　）

様式ー１２（表）

漏水管路

施工業者
(代表者）

施工業者名： 氏名：

□給水管（メーター上流）　　□給水管（メーター下流）

修理管路

継手形式

場所

□管路　　　　□属具　　　　□その他

口　　径
□ＤＩＰ　　□ＣＩＰ　　□ＳＰ　　□ＶＰ　　□ポリエチレン　　□ＬＰ



 

様式ー１２（裏）

配管図（施工前）

配管図（施工後）
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○○○○地震災害復旧工事 ・・・・・・・

伝票番号：
・・・・・・・

申込者：

丁目 ・・・・・・・
町 番 号

年 月 日 ・・・・・・・

・・・・・・・

入すること）
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工事名

工事名として左記のように記入

伝票番号、申込者を記入

住所（施工場所）を記入

記入した方がよい

施工者を記入
修理に使用した材料・口径・延長
を図化する（図は大きい文字で記

工　　種

位　　置

撮影月日

撮影表示板（黒板、ホワイトボード）作成に当たって

宝塚市

様式ー１３


